
令和７年度 瑞浪市子ども発達支援センター運営委員会 会議録 （要旨） 

１．日 時 令和８年２月２日（月） 午前１０時００分から午前１１時３０分まで 

２．場 所 瑞浪市保健センター３階大会議室 

３．出席者 江畑委員、鈴木委員、堀部委員、堀田委員、木下委員 

事務局 瑞浪市子ども発達支援センターぽけっと 加藤事務局長、酒井管理者、小木曽  

相談員 

こども家庭課 藤本課長、小木曽補佐、野田係長、井箟 

傍聴者 なし 

４．会議録（要旨） 

１）開会 

２）こども家庭課長あいさつ 

３）出席委員数の報告 

６名中５名の出席により会議が成立 

４）委員自己紹介 

５）委員長選出 

  中京学院大学 准教授 江畑 慎吾 様 

６）委員長あいさつ 

７）議事（１）「瑞浪市子ども発達支援センターぽけっと」について 

資料１に基づいて説明 

質疑 

 なし 

 

  議事（２）令和７年度 活動報告について 

資料２に基づいて説明 

質疑 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

委員長 

ことばの相談について、３歳児健診で言葉の発達で悩まれている保護者が多い

が、ぽけっとに通所しているお子さんしか受けられないか。継続的に受けられ

るか。ペアレントトレーニングはどのように行われているか。 

ことばの相談は、通所児を毎月２名ずつみていただき保護者と一緒に助言を受

けている。毎月１回順番でみていただいている。ペアレントトレーニングは、

同じ指導時間帯の保護者５名でグループを作り、保護者と話し合いながら進め

ている。保護者同士が悩みを共有できたり、お互いの子育ての方法を参考にさ

れたり交流の機会となっている。 

健診時保健師がどこかに相談を促す際に「ぽけっと」でやっていると言えると

よかった。 

ハードルを下げながら受け皿を確保してより良い連携をとれるとよいのでは



 

 

 

委 員 

  

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

委員長 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

委 員 

 

 

 

 

ないか。「ぽけっと」というと発達や障害をイメージする方もいる中で、言葉

は最初のとっかかりとしては移行しやすいので連携をとっていけると早期の

療育や適切な支援につながるのではないか。 

就園してから集団に入った時に大変なお子さんもいて、もう少し早く通所して

いればお子さんも親も安心できたのではないか。 

感情のコントロールが苦手であったりトラブルが多いということが就園後に

分かるケースが増えている。早くから支援をすると良いという考え方もある

が、親・お子さんの困り感が出てきたタイミングが良いのではないかと考えて

いる。 

保護者は気持ちの整理などで時間がかかるため就園前に保護者・園・ぽけっと

がつながっていると保護者の相談がしやすい。新３歳児の子については、園と

ぽけっとでつながりができていると園に対する不安が軽減されるのではない

か。 

書面にてこども家庭課に情報提供しているが、園の先生とじっくり情報共有し

たり、保護者を交えてはやっていないため、今後の課題としたい。 

年中児が対象で参加者は少ないが、学齢期のイメージがつきにくい時期に就学

学習会を仕組みの中に位置づけていてありがたい。市内小学校の先生はどのよ

うな様子だったか。 

個別に必要があれば何度でもというような丁寧な対応だった。保護者と先生と

のつながりができて意味のある会だった。 

ぽけっとの活動を広報等広く周知することで子育て世代のヒントになったり、

健診の際にぽけっとにつなぎやすくなるのではないか。 

外国籍の方にはどういった対応をしているか。 

分かりやすい日本語だったり、翻訳アプリを使用している。 

定期的な通所に至らない相談だけのケースもあるか。 

幼児期のお子さんについては親子での来所相談が多く小学生以上のお子さん

は拒否感などがあるため、保護者だけで来所するケースがある。また不登校児

以外は数回で終わるケースが多い。 

小学校ではスクールカウンセラーなどがいるが、園では保護者が相談できる場

が限られている中で、保護者支援も引き続き手厚く行っていけるとよいのでは

ないか。 

個人としてはじっくり向き合っていただき、集団としては他の子の姿から吸収

したり成功体験につながることが多く、そういった時間を作っていただけるこ

とがありがたい。就労している方や近くに親戚など頼れる人がいない方などの

色々な保護者ニーズが増えている中で対応していただいていることはありが

たいが、健診の際にぽけっとの人がいてくれるとよりありがたい。放デイの事



 

 

委員長 
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事務局 
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委員長 

 

 

業所についても慣れた人・場所でなら落ち着いていられるお子さんもいるた

め、早期から継続できる場所があるとよいのでないか。 

必要以上の支援が入ってしまうと、保護者の子育てへの意識が薄れてしまうこ

ともあるためバランスが難しいが、お子さんにとって安心できる人・場所が増

えると自立にもつながっていくため、地域としてどうそのような場所を作って

いくかが課題となるのではないか。 

サービスを利用するまでにどれくらいかかるか。 

サービス利用を決めている方だと２週間から１か月ほど、サービス利用を考え

ていない方は１，２年関わるケースもある。 

先日保育士の言ったことを気にしてぽけっとに相談に行った保護者がいた。若

い保育士も多いため、研修などに参加しながら支援を学んでいきたい。４月に

なると、環境が変わってお子さんが不安になったり保護者が気を張ったりする

ため、この時期に連携をとれるとよいのではないか。 

園・ぽけっと間のやりとりについては、保護者の伝えだけでは、先生の意図が

うまく伝わらないこともあり得る。お子さんと保護者にとってよりよい支援に

なるよう連携していっていただきたい。 

  

 議事（３）令和８年度 活動計画について 

資料３に基づいて説明 

質疑 

委 員 

 

 

委 員 
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健診の際にぽけっとの職員がいるとぽけっとにつながりやすくなるが現実的

に難しいため、保健師のスキルアップをはかりながらぽけっとにつなげていけ

るようにしていきたい。 

制度上の資源が少ない地域ではあるが、ことばの相談やペアレントトレーニン

グなどしっかり位置づけてやっているため、職員のモチベーションも上がるの

ではないか。 

相談・連携のタイミングの話が出てきたが、話を受け入れられるモチベーショ

ンにない保護者もいて、声掛けをしても反応が薄いケースもあるかもしれない

が、かといって窓口がないと相談したいときにできないので引き続き行ってほ

しい。 

困り感が人それぞれ違っていて、困っていない方、困っているが抵抗がある方、

知識や情報がなく動けない方もいるため色々な窓口で支援の輪を広げていけ

るとよい。ぽけっとの活動自体は計画に合った形で、地域を見据えた上での連

携で引き続きご尽力いただきたい。 



  

 

  議事（４）その他 

質疑なし 

 

８）閉会 


